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の

Ｈ
調
査
を
許
さ
れ
た
典
籍
七
九
点
を
写
本
の
部
宍
七
点
）
・
刊
本
の
部
二
二

点
）
に
大
別
し
、
各
々
系
統
的
に
列
記
説
明
を
加
え
る
。
〔
作
品
名
〕
は
仮
題
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
番
号
は
今
便
宜
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

口
写
本
の
部

ａ
和
歌
歌
謡
・
物
語
・
日
記
随
筆
・
そ
の
他
の
順
と
し
成
立
年
代
に
よ
っ
て
下
位

配
列
を
お
こ
な
う
。
」

ｂ
注
釈
書
は
関
係
作
品
の
後
に
お
く
。

Ｃ
掲
出
本
の
説
明
は
書
誌
学
的
紹
介
を
主
と
し
、
書
写
年
代
（
含
推
定
）
・
表
紙

（
数
字
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
大
き
さ
を
示
す
）
・
外
題
・
内
題
・
料
紙
・
丁

数
行
数
書
き
入
れ
．
．
．
…
の
順
で
お
こ
な
う
の
原
則
と
す
る
。

ｄ
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
巻
子
本
Ⅱ
巻
、
列
帖
装
Ⅱ
帖
、
袋
綴
１
冊
と
し
て
数

量
表
示
を
す
る
。

ｅ
底
本
を
引
用
翻
刻
す
る
場
合
字
体
は
現
行
の
も
の
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
宛

字
・
仮
名
遣
・
送
り
仮
名
等
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
表
記
に
疑
問
の
あ

字
・
仮
名
遣
・
送
り
仮
名
等
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
↑

る
場
合
（
マ
マ
）
、
推
定
判
読
の
場
合
（
？
）
と
傍
記
す
る
。

凡
例 中
田
剛
直
氏
蔵
本
目
録
稿

ｆ
花
押
は
（
花
押
）
と
表
わ
し
、
印
文
は
〔
印
〕
の
如
く
示
す
。

日
刊
本
の
部

ａ
刊
記
抄
録
・
表
紙
・
外
題
・
内
題
・
本
文
匡
郭
・
一
面
行
数
…
…
の
順
で
記
述

す
る
。
料
紙
・
丁
数
は
省
略
。

ｂ
そ
の
他
、
写
本
の
部
に
準
じ
る
。

四
掲
出
本
の
下
に
↓
解
題
と
あ
る
も
の
は
目
録
の
後
に
略
解
題
を
付
す
。

故
中
田
剛
直
氏
の
蔵
書
は
勿
論
七
九
点
に
と
ど
ま
る
は
ず
も
な
く
、
本
目
録
掲
出

分
は
ま
さ
し
く
九
牛
の
一
毛
で
あ
る
。
た
だ
し
目
録
の
処
々
に
散
見
す
る
諸
大
家
の

書
き
入
れ
や
名
流
貴
紳
の
蔵
印
等
々
は
、
わ
ず
か
に
一
斑
と
言
え
ど
も
驚
嘆
す
べ
き

全
豹
を
し
の
ぶ
た
よ
り
と
な
ろ
う
。
調
査
を
御
快
諾
い
た
だ
き
な
が
ら
忽
卒
の
う
ち

の
作
業
で
あ
っ
た
た
め
、
体
裁
の
不
統
二
写
本
に
重
点
を
お
き
す
ぎ
た
こ
と
な
ど
）
、

甚
し
き
誤
ま
り
等
多
く
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
大
方
の
斧
正
を
乞
う
と
共
に
、
故
人

の
学
恩
に
報
ず
る
に
は
あ
ま
り
に
貧
し
い
仕
事
と
な
っ
た
こ
と
を
深
く
恥
づ
る
次
第

で
あ
る
。
（
目
録
は
第
一
室
の
高
田
信
敬
が
作
成
し
、
解
題
に
つ
い
て
は
伊
井
春
樹
と

高
田
が
担
当
し
た
）
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㈹
古
今
和
歌
集
一
冊

室
町
後
期
。
香
色
紙
表
紙
三
九
・
○
×
一
九
・
七
）
、
外
題
な
し
。
本
文
料
紙
賭
紙
、

墨
付
一
三
二
丁
一
面
二
行
歌
一
首
一
行
書
き
、
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
嘉
禎
三
年
八

月
圭
日
本
。
残
花
書
屋
旧
蔵
、
末
尾
に
浜
男
氏
識
語
。

②
古
今
和
歌
集
二
帖
↓
解
題

近
世
前
期
。
金
茶
地
に
蝶
鳥
を
織
り
出
し
た
椴
子
表
紙
二
六
・
三
×
一
八
・
○
）
、

金
銀
箔
散
ら
し
の
見
返
し
、
題
篭
「
古
今
和
歌
集
上
（
雪
。
本
文
料
紙
は
藍
・
緑
・

代
潴
で
青
海
波
・
唐
草
等
を
刷
っ
た
鳥
の
子
、
墨
付
総
数
一
四
七
行
一
面
二
行
歌

一
首
一
行
書
き
。
嘉
禎
三
年
定
家
の
奥
書
の
後
に
「
伝
他
家
江
之
奥
書
如
此
」
と
し

て
為
家
・
為
顕
・
為
清
の
三
奥
書
あ
り
。
．
条
院
良
誉
需
議
題
」
と
し
た
包
紙
中
に

「
中
河
殿
業
長
古
今
廊
歌
築
全
」
の
極
札
。
箱
入
。

③
〔
古
今
和
歌
集
註
〕
四
帖
↓
解
題

近
世
前
期
。
朽
葉
色
霞
文
紙
表
紙
二
六
・
三
×
一
八
・
三
）
、
浅
葱
色
布
目
紙
に
金

泥
で
松
葉
、
梅
花
を
描
い
た
見
返
し
。
題
策
「
古
今
集
第
一
肱
（
第
六
壁
．
第
十
一
笠
、
鋤
十
六
ざ
、

内
題
「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
註
（
～
第
二
十
註
）
」
、
た
だ
し
第
十
八
註
を
欠
く
。
本

文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
総
数
三
二
五
丁
一
面
一
○
行
。
第
四
帖
末
尾
に
「
本
奥
送
」

と
し
て
僻
案
抄
奥
書
以
下
為
家
、
為
相
の
奥
書
あ
り
。
「
三
条
西
」
「
寺
田
実
図
書
印
」

の
印
記
。

側
訂
正
古
今
集
序
一
冊

近
世
末
期
。
空
色
布
目
紙
表
紙
三
六
・
四
×
一
八
・
八
）
に
題
釜
「
訂
正
古
今
集

写
本
の
部

序
完
」
、
内
題
「
訂
正
古
今
築
序
完
本
文
料
紙
賭
紙
、
墨
付
二
九
丁
一
面
二
～
一

九
行
、
本
立
と
同
筆
の
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
末
尾
に
「
上
件
お
の
か
兇
た
る
か
き
り

一
う
ふ

の
諸
本
に
就
て
誤
れ
る
を
正
し
脱
た
る
を
補
ひ
幾
入
を
削
り
錯
乱
を
訂
し
つ
れ
と
尚

諸
本
と
も
に
脱
し
た
り
と
お
ほ
し
き
は
試
に
鮒
も
し
て
撰
者
か
そ
の
か
み
の
お
も
む

告
や
画
、

き
に
復
し
つ
る
物
か
ら
尚
善
本
も
世
に
い
て
は
よ
く
訂
す
へ
く
こ
そ
安
政
四
年
六

月
茜
日
脱
橘
、
六
人
部
是
番
（
花
押
こ
の
奥
書
。
国
会
図
書
館
本
、
竹
伯
園
本
等
は

こ
の
後
に
近
藤
芳
樹
が
自
ら
頭
注
を
加
え
た
旨
を
記
す
。
掲
出
本
は
芳
樹
の
手
が
入

る
前
の
姿
を
と
ど
め
る
も
の
か
。
是
香
自
筆
版
下
本
と
さ
れ
る
篤
能
玉
簸
（
加
賀
屋

善
蔵
が
出
版
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
発
禁
処
分
と
な
っ
た
）
と
は
別
筆
。
「
鞆
屋
文

一
ワ
・
》

庫
」
「
戴
木
園
の
歌
ふ
み
の
印
」
の
印
記
。
佐
々
木
信
綱
「
歌
学
者
と
し
て
の
六
人
部

是
香
」
（
『
歌
学
論
叢
』
所
収
）
参
照
。

⑤
古
今
和
歌
集
伝
授
切
紙
一
冊

近
世
後
期
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
三
五
・
○
×
一
上
・
四
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
古
今
和
歌
集
伝
授
切
紙
罠
内
題
同
じ
。
本
文
料
紙
階
紙
、
墨
付
三
一
丁
一
面
一
○

行
。
三
木
三
島
お
よ
び
伊
勢
物
語
の
秘
伝
に
滴
原
宣
賢
奥
書
を
加
え
た
も
の
と
、
三

箇
大
事
三
鳥
秘
伝
に
常
緑
、
宗
祇
奥
書
を
付
し
た
も
の
を
そ
の
内
容
と
す
る
。

⑥
三
鳥
極
秘
一
冊

天
明
四
年
。
墨
色
紙
表
紙
三
三
・
八
×
一
六
・
二
）
に
題
篭
「
三
鳥
極
秘
口
訣
」
、

内
題
「
三
鳥
極
秘
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
六
丁
一
面
九
行
。
天
明
四
年
杉
岡
忠
左

衛
門
、
末
松
宗
山
奥
書
、
書
写
時
の
も
の
と
思
わ
る
。

ｍ
古
今
和
歌
集
東
家
極
秘
一
冊

近
世
後
期
。
渋
引
紙
表
紙
三
七
・
五
×
一
九
・
九
）
に
題
篭
「
古
今
和
歌
集
東
家
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極
秘
上
」
、
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
二
丁
一
面
二
行
。
古
今
和
歌

集
見
聞
愚
記
抄
、
僻
案
重
口
訣
見
聞
、
安
秘
抄
な
ど
古
今
伝
授
資
料
を
写
し
た
も
の
。

⑧
古
今
切
紙
次
第
二
十
三
ケ
条
一
冊

近
世
末
期
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
三
三
・
八
×
一
七
・
○
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
和
歌
三
神
伝
罠
内
題
「
古
今
切
紙
次
第
廿
三
ケ
条
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
二

丁
一
面
二
行
。
巻
頭
に
「
滑
稽
之
極
意
」
と
あ
り
、
次
に
．
、
和
歌
三
神
伝

当
日
於
神
舸
畷
丸
園
臘
右
済
て
後
可
許
は
古
今
集
切
紙
三
十
八
ケ
条
」
と
し
「
伊
男
女

（
マ
マ
）

勢
鳥
」
よ
り
「
う
す
ふ
し
染
と
い
ふ
事
」
に
至
る
三
七
項
目
と
「
外
仮
名
遇
ひ
一
冊
」

と
し
た
目
録
、
さ
ら
に
天
文
一
○
年
二
月
二
日
慶
来
、
慶
長
六
年
ご
月
茜
日
白

雲
、
宝
暦
四
年
九
月
三
日
五
雲
、
安
永
五
年
八
月
五
嶺
の
各
奥
書
を
付
す
。
内
題
に

「
廿
三
ケ
条
」
と
あ
る
も
本
文
は
一
九
条
の
み
。
ま
た
末
尾
に
は
「
以
上
拾
六
ケ
条

此
外
住
吉
も
御
賢
覧
候
へ
。
：
…
安
永
五
申
年
初
秋
五
嶺
師
ヨ
リ
免
許
依
之
写
遊
雲

井
画
嶺
」
と
記
す
。

㈹
勅
撰
作
者
部
類
三
冊

近
世
後
期
。
渋
引
紙
表
紙
三
四
・
三
×
一
八
・
三
に
題
篭
「
撰
集
作
者
部
類
上

（
中
、
ド
巨
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
塁
付
総
数
一
三
八
丁
一
面
八
行
、
本
文
と

同
筆
の
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
上
冊
は
冒
頭
部
分
（
帝
王
よ
り
大
臣
に
至
る
〉
を
欠

き
、
大
納
言
以
下
を
収
む
。
中
、
下
冊
は
完
。

川
続
作
者
部
類
二
冊

⑩
と
同
装
訂
、
筆
者
も
同
一
人
と
思
わ
る
。
題
箪
「
続
作
者
部
類
上
（
下
）
」
、
内
題
な
し
。

本
文
料
紙
堵
紙
、
墨
付
総
数
一
○
八
丁
一
面
八
行
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
い
と
共

に
『
図
書
寮
典
籍
解
題
文
学
型
参
照
。

㈹
作
者
部
類
三
冊

近
世
後
期
。
香
色
布
目
紙
表
紙
三
六
・
七
×
一
八
・
七
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
作

者
部
類
上
《
小
．
些
、
内
題
同
じ
。
本
文
料
紙
薄
様
、
墨
付
総
数
三
一
九
丁
一
面
行
数

不
定
、
本
文
と
同
筆
の
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
二
一
代
集
す
べ
て
に
わ
た
る
作
者
部

類
。咽
万
葉
集
新
採
百
首
解
二
冊

宝
暦
二
牢
頃
、
加
茂
典
淵
自
筆
。
薄
標
色
紙
表
紙
三
七
・
五
×
一
八
・
四
）
に
題

篭
言
葉
集
新
採
百
首
雌
醐
）
｛
望
、
内
題
芳
葉
集
新
採
百
首
解
巻
中
（
下
）
‐
一
・
本
文

科
紙
楮
紙
、
溌
付
総
数
一
二
丁
一
面
七
１
八
行
、
本
文
と
同
筆
の
墨
書
き
入
れ
あ

り
。
今
上
冊
を
欠
く
。

加
除
抹
消
の
跡
を
多
く
留
め
、
流
布
本
で
あ
る
文
政
版
本
に
比
し
記
述
が
繁
雑
で
未

整
理
の
点
も
あ
る
が
、
流
布
本
は
転
写
本
を
基
と
し
た
ら
し
く
誤
脱
が
多
い
。
こ
の

自
筆
稿
本
に
よ
っ
て
訂
正
さ
る
べ
き
も
の
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
な
お
本
書
の
自
筆

浄
書
本
は
竹
柏
園
旧
蔵
。
箱
入
。

卿
日
本
紀
寛
宴
和
歌
二
冊

（
破
損
〉

寛
政
頃
。
香
色
紙
表
紙
三
七
・
二
×
一
七
・
ざ
に
題
篭
「
日
本
紀
党
宴
和
歌
□

（
マ
マ
）

一
豊
、
内
題
「
日
本
記
寛
宴
各
分
史
得
大
鶏
鶏
天
皇
二
首
元
慶
六
年
」
の
如
く
記
す
。

本
文
料
紙
賭
紙
、
墨
付
総
数
六
七
丁
一
面
九
行
歌
一
首
三
灯
書
き
、
朱
墨
藍
の
書
き

入
れ
、
朱
墨
の
貼
紙
あ
り
。
う
ち
藍
筆
は
清
水
浜
臣
の
も
の
と
思
わ
る
。
村
岡
良
弼

（
櫟
斎
）
旧
蔵
。

㈹
歌
仙
家
集
三
冊

近
世
後
期
。
渋
引
地
に
浮
線
綾
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙
三
六
・
五
×
一
九
・
○
）
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に
打
ち
つ
け
書
き
「
三
十
六
人
集
補
上
（
中
、
下
）
」
、
目
録
題
「
古
歌
仙
集
補
」
。
本
文
料

紙
楮
紙
、
墨
付
総
数
三
三
丁
一
面
一
○
行
歌
一
首
一
行
書
き
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ

り
。
明
和
三
年
成
章
識
語
を
有
す
る
も
の
の
転
写
本
。
「
北
辺
蔵
書
」
（
富
士
谷
家
）
等

の
印
記
。
富
士
谷
元
広
か
ら
大
口
鯛
二
あ
て
の
譲
状
一
通
を
付
す
。

㈹
歌
仙
家
集
五
冊

近
世
後
期
。
標
色
地
に
桐
唐
草
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙
三
六
・
七
×
一
八
・
五
）

に
題
霞
「
歌
仙
家
集
一
（
～
五
こ
、
内
題
「
柿
本
集
上
」
の
如
く
記
す
。
本
文
料

紙
堵
紙
、
墨
付
総
数
五
六
八
丁
一
面
二
行
歌
一
首
一
行
書
き
。
本
文
と
別
筆
の
朱

藍
書
き
入
れ
あ
り
。
第
五
冊
裏
見
返
し
に
藍
筆
に
て
「
こ
は
加
茂
季
鷹
校
合
せ
る
と
こ

ろ
他
藤
原
浜
臣
所
蔵
の
本
に
て
今
年
文
化
元
甲
子
五
月
五
日
校
合
畢
長
（
花
押
こ

と
見
え
藍
筆
書
き
入
れ
時
期
と
対
校
本
と
を
知
り
う
る
。

㈹
元
良
親
王
集
一
冊

近
世
末
期
。
渋
引
紙
表
紙
三
六
・
七
×
一
八
・
九
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
元
良
親

王
御
集
當
内
題
同
じ
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
藍
刷
罫
紙
に
書
写
、
墨
付
二
○
丁
一
面
一

○
行
歌
一
首
一
行
書
き
、
歌
数
一
六
八
首
。
処
々
に
墨
で
頭
注
を
加
う
。
罫
紙
版
心

に
「
福
田
氏
」
と
あ
り
、
福
田
美
楯
の
書
写
。
本
文
は
第
二
類
に
属
す
。

⑱
曽
称
好
忠
集
春
霞
集
恵
慶
集
一
冊

近
世
後
期
。
薄
浅
葱
布
目
紙
表
紙
三
七
・
三
×
一
八
・
五
）
に
題
篭
「
古
歌
集
」
、

内
題
「
曽
称
好
忠
家
集
」
「
詠
草
」
「
恵
慶
集
完
本
文
料
紙
堵
紙
、
墨
付
五
八
丁
（
好
忠

集
三
五
丁
、
春
霞
集
一
○
丁
、
恵
慶
集
一
三
丁
。
歌
数
は
各
々
五
八
九
首
、
七
二
首
、

一
三
五
首
）
一
面
一
二
行
歌
一
首
一
行
書
き
、
本
文
と
同
筆
の
墨
書
き
入
れ
、
貼
紙

あ
り
。
村
田
春
海
、
阪
正
臣
旧
蔵
。

側
公
任
集
一
冊
↓
解
題

近
世
中
期
。
薄
紅
地
に
牡
丹
、
蓮
華
等
を
白
抜
き
に
刷
っ
た
紙
表
紙
（
二
七
・
○
×

一
九
・
七
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
四
条
大
納
言
家
集
芦
内
題
同
じ
。
本
文
料
紙
薄
様
、

墨
付
五
八
丁
一
面
一
二
行
、
歌
一
首
一
行
書
き
歌
数
一
六
四
首
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ

ｈ
ソ
○㈱
紫
式
部
集
、
｜
冊

近
世
後
期
。
丁
字
茶
紙
表
紙
二
九
・
八
×
三
一
・
五
）
に
題
策
「
紫
式
部
集
」
、
内

題
な
し
。
本
文
料
紙
堵
紙
、
墨
付
一
六
丁
一
面
言
一
行
、
歌
一
首
一
行
書
き
歌
数
一

二
九
首
。
「
此
一
冊
定
家
卿
自
筆
之
本
也
・
…
：
天
文
第
八
暮
秋
下
旬
廿
九
日
』
の
奥
書

の
後
に
歌
六
首
を
加
う
。

剛
紫
式
部
集
一
冊

近
世
中
期
。
焦
茶
色
紙
表
紙
三
○
・
五
×
一
三
・
六
）
に
題
筌
「
紫
式
部
集
晨
内

題
同
じ
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
二
五
丁
一
面
一
○
行
、
歌
一
首
二
行
書
き
歌
数
一

二
九
首
。
裏
見
返
し
右
下
に
「
常
樹
写
之
」
と
墨
書
。
鋤
と
共
に
南
波
浩
『
紫
式
部

集
の
研
究
嘩
藷
究
篇
』
参
照
。

㈱
玄
々
集
一
冊

天
保
十
四
年
。
標
色
紙
表
紙
三
三
・
○
×
一
六
・
三
に
題
篭
「
玄
々
集
」
、
内
題

同
じ
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
二
丁
一
面
一
○
行
、
歌
一
首
一
行
書
き
歌
数
一
六

七
首
、
ま
ま
本
文
と
同
筆
の
書
き
入
れ
あ
り
。
宝
治
二
年
、
正
和
五
年
の
本
奥
書

の
他
に
通
行
本
に
見
え
ぬ
「
此
書
錐
有
黄
門
之
奥
書
而
星
霜
既
旧
而
伝
写
之
靴
難
決

識
者
正
之
」
の
奥
書
を
有
す
。
「
千
時
天
保
去
歳
龍
集
葵
卯
夷
則
上
涜
写
之
」
の
書
写

奥
書
、
見
返
し
に
「
美
楯
翁
自
筆
紙
廿
一
葉
」
の
貼
紙
あ
り
。
「
福
田
氏
蔵
書
」
の
印
記
。
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㈱
玄
々
集
詠
歌
一
体
一
冊

近
世
極
初
期
。
浅
標
色
紙
表
紙
三
六
・
四
×
一
二
・
三
）
に
題
策
「
能
因
玄
々
集
井

詠
歌
一
体
急
内
題
「
玄
々
集
言
詠
歌
一
体
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
三
一
丁
（
玄
々

集
一
六
丁
、
詠
歌
一
体
一
五
工
一
面
一
二
行
、
玄
々
集
の
歌
一
首
一
行
書
歌
数
一

五
五
首
。
玄
々
集
の
み
に
別
筆
の
朱
校
合
あ
り
、
玄
々
集
と
詠
歌
一
体
と
の
間
の
遊

紙
に
「
以
今
井
似
閑
子
所
持
本
一
校
了
嘉
永
六
丑
年
季
秋
太
氏
（
花
押
ご
と
朱

書
す
。
剛
と
共
に
川
村
晃
生
「
能
因
法
師
集
・
玄
々
集
と
そ
の
研
究
」
参
照
。

卿
散
木
奇
歌
集
散
木
集
註
三
冊

安
永
八
年
頃
。
渋
引
布
目
紙
表
紙
三
七
・
一
×
一
九
・
四
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
散
木
集
上
（
中
、
下
匡
、
内
題
「
散
木
奇
歌
集
巻
第
一
（
～
第
十
こ
、
散
木
集
註

に
は
内
題
な
く
散
木
奇
歌
集
よ
り
続
け
て
書
写
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
総
数
二
五

三
丁
（
う
ち
散
木
集
註
三
三
丁
）
一
面
一
○
行
歌
一
首
一
行
書
き
、
本
文
と
別
筆
の

緑
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
下
冊
末
に
「
右
散
木
棄
歌
集
二
巻
説
讃
岐
守
宗
美
令
新
写
校

合
畢
朱
如
元
本
冴
湛
所
驚
罪
也
子
時
安
永
八
己
亥
年
正
月
十
日
蘆
庵
」
と
見
え
、
他
の
自

筆
資
料
と
比
較
し
て
書
き
入
れ
は
小
沢
蘆
庵
の
も
の
と
思
わ
る
。
新
校
群
書
類
従
解

説
に
あ
る
水
野
忠
欺
子
爵
家
本
が
本
書
に
相
当
す
る
か
。
散
木
奇
歌
集
は
大
野
本
系

統
に
属
す
。

閥
鶴
長
明
集
一
冊

近
世
後
期
。
標
色
紙
表
紙
三
七
・
八
×
二
○
・
○
）
に
題
篭
「
鴨
長
明
集
爲
内
題

同
じ
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
八
丁
一
面
五
～
六
行
、
歌
一
首
一
行
書
き
歌
数
九

九
首
。
「
養
和
元
年
五
月
日
散
位
鴨
長
明
」
の
奥
書
。
見
返
し
の
糊
が
と
れ
て
は
が

れ
た
部
分
（
本
来
な
ら
表
紙
に
く
っ
つ
い
て
い
て
見
え
な
い
）
に
「
鴨
長
明
集
守

陰
」
と
あ
り
、
書
写
者
を
示
す
か
。
本
文
は
書
陵
部
本
に
近
い
。
「
青
路
書
屋
」
天
島

雅
太
郎
）
等
の
印
記
。

㈱
山
家
集
一
冊

近
世
後
期
。
楮
素
紙
表
紙
二
四
・
九
×
一
○
・
七
）
、
外
題
な
し
、
内
題
「
山
家
集
」
。

本
文
料
紙
斐
楮
混
ぜ
漉
き
、
墨
付
五
一
丁
一
面
一
三
～
一
五
行
歌
一
首
一
行
書
き
。

「
以
上
歌
数
千
五
百
五
十
三
首
本
云
一
千
五
百
七
十
二
首
云
々
…
…
今
山
家
集
之
外

《
マ
マ
）

又
有
山
家
心
中
抄
被
略
校
此
集
内
書
出
者
也
」
と
し
西
行
に
関
す
る
注
記
を
そ
え
た

奥
書
あ
り
。
見
返
し
に
「
万
年
の
亀
か
ら
見
れ
ば
千
年
の
霞
は
と
け
て
ひ
と
り
き
ゆ

也
蜀
山
人
」
と
墨
書
、
大
田
南
畝
自
筆
の
狂
歌
と
思
わ
る
。
「
竹
の
屋
」
等
の
印
記
。

㈱
蒙
求
和
歌
一
冊

近
世
前
期
。
楮
素
紙
表
紙
三
七
・
○
×
一
九
・
八
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
蒙
求
和

歌
鳧
内
題
「
蒙
求
和
歌
井
序
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
四
丁
一
面
一
○
行
。
蒙
求

和
歌
よ
り
歌
の
み
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
、
池
田
利
夫
「
日
中
比
較
文
学
の
基
礎
的

研
究
』
に
よ
れ
ば
第
二
類
第
三
種
に
属
し
、
伝
本
最
稀
。
「
滋
野
井
文
庫
」
（
滋
野
井
公

麗
）
等
の
印
記
。

剛
袋
草
紙
一
冊

近
世
中
期
。
薄
香
色
紙
表
紙
二
八
・
五
×
二
○
・
九
）
に
題
笛
「
清
輔
袋
草
子
」
、

内
題
な
し
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
八
八
丁
一
面
八
行
漢
字
片
仮
名
書
き
、
本
文

と
別
筆
の
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
雑
談
六
四
節
（
小
沢
正
夫
他
『
袋
草
紙
注
釈
』
に
よ

る
）
を
欠
き
奥
書
識
語
等
一
切
な
い
が
、
本
文
は
乙
類
㈹
に
属
す
る
。
「
大
口
雲
こ

「
青
諮
書
屋
」
等
の
印
記
。
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剛
俊
頼
髄
脳
二
冊

近
世
中
期
。
丁
字
引
布
目
紙
表
紙
三
六
・
七
×
一
九
・
四
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
俊
頼
無
名
抄
上
（
下
貞
上
冊
に
は
朱
で
「
本
号
俊
秘
抄
」
と
傍
書
ぺ
内
題
「
無
名
抄

上
一
（
Ｉ
下
三
房
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
総
数
二
二
丁
一
面
一
二
行
、
本
文
と
別
筆
の

朱
書
き
入
れ
、
貼
紙
あ
り
。
書
陵
部
本
と
類
似
の
奥
書
「
寿
永
二
年
八
月
二
日
於
紫

（
マ
マ
》

金
台
寺
見
合
了
依
知
足
院
入
道
殿
下
命
奉
賀
院
俊
頼
朝
臣
所
候
（
作
力
）
々
（
今
力
）

顕
家
朝
臣
本
号
俊
秘
抄
」
あ
り
、
次
に
「
自
教
醗
御
僧
相
伝
之
智
範
」
と
見
え
、

さ
ら
に
朱
で
「
明
治
雲
一
年
二
月
廿
日
磯
部
屋
に
て
」
（
書
き
入
れ
と
同
筆
）
と
す
。

「
お
ほ
く
ち
」
「
不
求
甚
解
」
等
の
印
記
。

⑩
悦
目
抄
一
帖

近
世
中
期
。
紺
地
亀
甲
文
殿
子
表
紙
三
三
・
六
×
一
七
・
・
四
）
、
麻
の
葉
と
龍
文
様

の
金
箔
見
返
し
。
題
篭
「
鷺
箱
秘
伝
抄
晨
内
題
「
鷺
箱
和
歌
極
秘
抄
完
本
文
料
紙
は

市
松
紗
綾
形
等
を
藍
刷
り
し
処
々
に
金
泥
を
加
え
た
鳥
の
子
、
墨
付
五
二
丁
一
面
一

○
行
。
基
俊
、
釈
阿
、
藤
原
氏
（
嘉
禄
元
年
月
と
あ
り
）
の
奥
書
を
持
つ
脱
簡
本
系

統
に
属
す
。
箱
入
。

剛
悦
目
抄
一
冊

明
治
初
期
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
三
四
・
五
×
一
七
・
○
）
、
外
題
な
く
内
題

「
歌
道
根
源
秘
書
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
七
四
丁
一
面
二
行
、
朱
墨
書
き
入
れ

あ
り
。
基
俊
よ
り
応
永
三
年
良
雄
に
至
る
八
つ
の
奥
書
の
他
に
、
慶
長
四
年
、
寛
永

三
年
、
明
治
二
年
の
奥
書
を
持
つ
。
本
文
は
略
本
系
統
に
属
す
。

㈱
為
家
口
伝
耕
雲
口
伝
筆
の
ま
よ
ひ
詠
歌
一
体
一
冊

近
世
後
期
。
渋
引
紙
表
紙
三
七
・
三
×
一
九
・
五
）
に
題
霞
愚
華
読
方
抄
・
度
」
、

目
録
題
「
為
家
読
方
耕
雲
読
方
筆
の
ま
よ
ひ
和
歌
一
体
完
本
文
料
紙
楮
紙
、

墨
付
三
六
丁
（
為
家
口
伝
六
丁
、
耕
雲
口
伝
三
一
丁
、
筆
の
ま
よ
ひ
二
丁
、
詠
歌

一
体
七
丁
）
一
面
二
行
、
ご
く
わ
ず
か
に
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
最
終
丁
に
「
右
一

冊
者
青
山
百
助
殿
以
書
写
成
者
也
明
和
四
亥
仲
冬
藤
原
定
興
」
と
見
え
る
。

㈱
西
行
上
人
談
抄
一
冊

天
明
五
年
。
薄
浅
葱
色
布
目
紙
表
紙
三
五
・
一
×
一
七
・
五
）
に
題
篭
「
西
行
上

人
談
抄
全
袰
内
題
「
西
行
上
人
談
抄
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
九
行
一
面
八
行
、

わ
ず
か
に
本
文
と
同
筆
の
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
「
西
行
上
人
和
歌
弟
子
蓮
阿
以
自
筆
記

之
云
々
」
か
ら
「
元
亨
第
三
之
暦
…
…
不
可
有
外
見
而
己
」
に
至
る
奥
書
を
持
ち
、

（
マ
マ
）

次
に
「
此
一
帖
今
川
了
俊
相
伍
之
判
」
と
し
、
さ
ら
に
元
禄
宍
年
、
元
文
五
年
、
天

明
五
年
二
月
元
日
村
田
並
木
の
奥
書
を
付
す
。
ま
た
別
筆
で
「
こ
は
萩
屋
よ
り
譲
受

て
茂
樹
が
所
蔵
な
り
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
宣
長
門
下
の
村
田
並
木
書
写
、
阪
倉
茂

樹
旧
蔵
。
本
文
は
甲
類
二
種
に
属
す
。
「
鼓
浦
文
庫
」
「
神
岡
」
等
の
印
記
。

岬
〔
松
永
貞
徳
歌
道
秘
伝
書
〕
一
冊

近
世
後
期
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
三
二
・
五
×
一
七
・
四
）
に
打
ら
つ
け
書
き

「
百
人
一
首
」
「
源
氏
物
語
」
「
名
鳥
」
「
題
読
方
」
と
四
行
に
記
し
、
そ
の
下
に
「
秘
訣
」
、

内
題
「
百
人
一
首
五
歌
之
秘
訣
切
紙
」
「
源
氏
物
語
三
箇
大
事
切
紙
當
名
鳥
秘
訣
口
伝

切
紙
」
「
題
読
方
切
紙
完
本
文
科
紙
楮
紙
、
墨
付
一
二
丁
一
面
一
○
～
一
二
行
、
ま
ま

朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
長
頭
丸
（
松
永
貞
徳
）
か
ら
望
月
長
好
、
平
間
長
雅
へ
と
伝

わ
っ
た
秘
伝
切
紙
の
類
を
ま
と
め
た
も
の
。
奥
書
に
見
え
る
年
号
の
う
ち
最
も
下
る

の
は
「
題
読
方
切
紙
」
の
天
和
三
年
で
あ
る
。
小
高
敏
郎
『
松
永
貞
徳
の
研
究
続

篇
」
参
照
。
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善
く

㈱
和
歌
極
秘
伝
抄
、
一
冊

近
世
後
期
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
三
四
・
九
×
一
七
・
四
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
和
歌
極
秘
伝
書
嵩
内
題
「
和
歌
極
秘
伝
抄
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
八
丁
一
面

一
四
行
。
「
歌
の
と
ま
り
字
の
口
伝
」
以
下
一
二
条
に
わ
た
る
目
録
あ
り
、
う
ち
二
条

は
本
文
よ
り
除
く
旨
細
字
で
注
記
。
冒
頭
に
「
ふ
み
と
も
の
や
る
へ
き
は
や
り
て
ん

と
て
あ
ま
た
と
う
出
た
る
中
に
…
…
教
来
寺
の
ぬ
し
の
か
く
お
も
ひ
た
ら
…
…
此
ふ

み
の
は
し
に
そ
へ
候
て
侍
る
と
そ
」
と
一
四
行
に
わ
た
る
序
文
あ
れ
ど
も
奥
書
識
語

の
類
は
一
切
こ
れ
を
欠
く
。

側
神
国
和
歌
師
資
相
伝
正
統
血
脈
道
統
之
譜
一
冊

近
世
後
期
。
渋
引
紙
表
紙
（
二
三
・
五
×
一
六
・
二
に
打
ち
つ
け
書
き
「
和
歌
血

（
マ
マ
）

脈
道
統
譜
全
豈
内
題
「
神
国
和
歌
師
資
相
伝
正
流
血
脈
道
統
之
譜
完
本
文
料
紙
楮

紙
、
墨
付
二
五
丁
一
面
六
行
、
た
だ
し
細
字
注
多
く
処
々
に
本
文
と
同
筆
の
朱
書
き

入
れ
あ
り
。
見
返
し
に
久
世
子
爵
家
の
蔵
書
票
を
貼
る
。
「
陽
春
盧
記
豈
小
中
村
清

矩
）
「
渡
辺
千
秋
蔵
書
」
等
の
印
記
。

㈱
神
楽
註
秘
抄
一
冊

近
世
後
期
。
浅
標
紙
表
紙
三
七
・
五
×
一
九
・
○
）
に
題
鎧
「
神
楽
註
秘
抄
下
」
、

内
題
『
神
楽
註
秘
抄
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
三
九
丁
一
面
九
行
、
安
政
五
年
直
孝

の
手
と
思
わ
れ
る
朱
墨
書
き
入
れ
多
し
。
駁
文
の
「
風
神
楽
は
・
一
越
調
を
も
て
…
…

但
宮
人
の
曲
は
近
代
う
た
ひ
絶
す
と
云
り
」
を
欠
く
。
康
正
元
年
有
俊
奥
書
、
「
以
下

（
マ
マ
｝

一
本
を
以
て
書
入
」
と
し
て
本
文
と
別
筆
で
文
明
八
年
八
月
五
日
釈
有
鐇
、
延
宝
二

（
？
．
）

年
、
享
保
六
年
三
月
三
日
能
勢
東
城
、
文
政
四
年
四
月
三
輪
久
和
お
よ
び
安
政
五
年

三
月
二
日
直
孝
校
合
奥
書
あ
り
。

鯛
催
馬
楽
註
秘
抄
一
冊

近
世
後
期
。
剛
と
同
装
訂
、
筆
者
も
同
じ
。
題
篭
「
催
馬
楽
註
秘
抄
上
」
、
内
題

「
催
馬
楽
註
秘
抄
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
三
五
丁
一
面
九
行
、
師
の
書
き
入
れ
と

同
筆
の
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
敬
文
の
「
右
催
馬
楽
の
歌
曲
愚
案
の
及
所
…
…
追
而

可
書
加
之
」
は
本
文
と
別
筆
。
奥
書
識
語
の
類
一
切
こ
れ
を
欠
く
。
元
来
棚
と
あ
わ

せ
て
梁
塵
愚
案
抄
一
部
を
な
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
あ
る
時
期
に
前
後
入
れ
か
え

て
題
答
を
付
し
（
神
楽
を
下
、
催
馬
楽
を
上
）
、
か
つ
㈱
の
方
に
奥
書
を
集
成
転
写
し

た
も
の
と
思
わ
る
。

㈱
梁
塵
愚
案
抄
一
冊

文
化
二
年
。
大
和
綴
、
渋
引
紙
表
紙
三
七
・
五
×
二
○
・
○
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
梁
塵
愚
案
抄
罠
内
題
「
梁
塵
愚
案
妙
巻
上
」
「
梁
墜
愚
案
抄
巻
下
」
。
本
文
料
紙

楮
紙
、
墨
付
五
七
丁
一
面
一
二
行
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
上
巻
末
に
康
正
元
年
九

月
己
月
有
俊
、
文
明
元
年
八
月
五
日
有
瑠
、
明
応
八
年
初
夏
上
旬
四
条
隆
量
、
同
九

年
（
署
名
な
き
も
蓮
空
か
）
、
大
永
三
年
二
月
中
山
龍
作
、
同
三
年
三
月
三
日
清
原
宣

賢
の
各
奥
書
。
下
巻
末
に
康
正
三
年
九
月
尽
有
俊
、
文
明
己
年
九
月
天
日
（
署
名
な

き
も
有
瑠
か
）
、
東
左
近
将
監
東
頼
数
か
）
、
明
応
八
年
六
月
毛
日
老
翁
西
条
隆
塁
、

（
？
。
）

同
九
年
蓮
空
、
頼
長
、
大
永
三
年
二
月
中
山
龍
作
（
「
宣
親
、
号
聯
航
軒
」
と
細
字
注

あ
る
も
、
九
条
家
本
公
卿
補
任
に
中
山
宣
親
に
関
し
て
「
永
正
四
年
十
月
四
日
蕊
六

十
才
」
と
見
え
、
不
審
又
同
三
年
三
月
壹
日
清
原
宣
賢
の
各
奥
書
あ
り
。
ま
た
裏
見

返
し
に
本
文
と
別
筆
で
「
文
化
士
年
秋
令
写
畢
権
大
納
言
（
花
押
ご
と
記
す
。
こ

れ
は
外
題
と
同
じ
手
で
あ
り
、
他
人
に
本
文
を
写
さ
し
め
、
外
題
識
語
を
権
大
納
言

某
が
認
め
た
も
の
．
。
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㈹
〔
謡
本
〕
一
帖

近
世
初
期
。
栗
皮
色
紙
表
紙
三
二
・
九
×
一
七
・
九
文
外
題
内
題
共
に
な
し
。
本

文
料
紙
斐
堵
混
ぜ
漉
き
、
墨
付
一
九
二
丁
一
面
一
二
行
、
本
文
と
同
筆
の
朱
墨
書
き

入
れ
、
節
付
あ
り
、
「
大
倉
」
に
貼
紙
一
葉
。
見
返
し
が
目
録
に
な
っ
て
お
り
、
「
皇
帝
」

以
下
「
誓
願
寺
」
ま
で
五
○
曲
の
題
を
載
す
。
た
だ
し
目
録
に
あ
っ
て
本
文
に
な
き

も
の
「
杜
若
」
、
目
録
に
見
え
ず
し
か
も
本
文
に
あ
る
も
の
「
上
宮
太
子
」
以
下
「
石

橋
」
ま
で
五
曲
（
こ
の
部
分
別
筆
）
。
書
き
入
れ
は
大
む
ね
朱
で
本
文
の
傍
に
仕
舞
付
、

墨
で
頭
書
に
装
束
付
を
記
す
。
一
部
破
損
。

Ⅷ
竹
取
物
語
一
冊

近
世
中
期
。
灰
色
地
に
金
切
箔
を
散
ら
し
た
紙
表
紙
三
九
・
一
×
二
○
・
八
）
に

題
篭
「
た
け
と
り
物
語
」
、
内
題
「
た
け
と
り
も
の
語
」
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
三

一
丁
一
面
一
○
行
、
朱
校
合
、
墨
頭
書
あ
り
。
中
田
剛
直
『
竹
取
物
語
の
研
究
瀧
謹

に
通
行
本
系
第
三
種
の
ロ
と
し
て
紹
介
。

㈱
伊
勢
物
語
一
帖

室
町
後
期
。
利
久
鼠
紙
表
紙
二
七
・
四
×
一
六
・
二
に
題
答
「
伊
勢
物
語
」
、
内

題
な
し
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
七
九
丁
一
面
一
○
行
。
武
田
本
奥
書
の
後
に
別（虫

筆
で
「
尭
恵
所
持
罠
裏
見
返
し
に
「
こ
五
う
へ
ま
い
ら
せ
侯
」
と
墨
書
。
「
伊
狩
物
掘
青
□

楓
）

（
蓮
ヵ
）
院
殿
尊
応
准
后
御
筆
〔
仙
室
〕
」
と
し
た
初
代
畠
山
牛
庵
の
極
札
あ
る
も
他

の
資
料
と
比
較
す
る
に
尊
応
三
条
持
基
次
男
、
永
正
二
年
没
）
筆
と
は
認
め
が
た

い
。
池
田
亀
鑑
『
伊
勢
物
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
に
武
田
本
第
三
類
、
三
条
西
本
と

し
て
紹
介
。
箱
入
。

㈱
伊
勢
物
語
一
帖

室
町
後
期
。
牡
丹
唐
草
を
織
り
出
し
た
金
茶
色
絹
表
紙
三
三
・
七
×
一
六
・
二
、

銀
切
箔
野
毛
を
ま
い
た
見
返
し
。
題
篭
「
伊
勢
物
語
」
、
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
斐
楮

混
ぜ
漉
き
、
墨
付
八
○
丁
一
面
九
行
。
流
布
本
属
源
杢
奥
書
勘
物
、
次
に
．

本
云
」
と
し
て
武
田
本
奥
書
、
「
以
祖
父
卿
真
筆
本
：
：
：
可
備
証
本
突
藤
為
相
罠
天

福
本
奥
書
、
さ
ら
に
「
本
云
」
と
し
て
天
福
本
系
第
一
類
法
橋
玄
津
本
の
玄
津
と
正

徹
の
奥
書
を
付
す
。

㈱
伊
勢
物
語
一
帖

近
世
初
期
。
紺
色
紙
表
紙
二
六
・
六
×
一
七
・
三
）
に
題
溌
「
伊
勢
物
語
」
、
内
題

な
し
。
本
文
料
紙
は
雲
母
を
引
い
た
鳥
の
子
、
墨
付
八
七
丁
一
面
一
○
行
、
ご
く
わ

ず
か
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
天
福
本
奥
書
の
次
に
武
田
本
流
布
本
奥
書
を
付
し
、
さ
ら

に
「
此
伊
勢
物
語
者
為
梅
億
宗
田
兼
如
法
師
Ｆ
以
所
持
本
書
写
畢
一
校
之
次
誌
之
者

也
子
時
天
正
七
年
季
春
下
旬
域
雨
紹
巴
判
」
と
見
ゅ
。
「
定
法
寺
応
祐
僧
正
議
灘

〔
琴
山
こ
の
極
礼
を
添
え
る
。
池
田
亀
鑑
前
掲
書
に
天
福
本
系
第
四
類
紹
巴
本
と
し

て
紹
介
。
「
三
条
西
」
の
印
記
。

鯛
伊
勢
物
語
一
帖

延
宝
五
年
。
利
久
鼠
地
に
金
で
青
海
波
鳳
凰
等
を
織
り
出
し
た
椴
子
表
紙
三
四
・

八
×
一
八
・
三
｝
、
布
目
紙
に
金
箔
を
散
ら
し
た
見
返
し
で
近
年
の
改
装
と
思
わ
る
。

外
題
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
は
青
・
緑
・
黄
と
素
紙
の
色
変
り
鳥
の
子
、
墨
付
九
二

丁
一
面
八
行
。
武
田
本
奥
書
の
次
に
也
足
里
奥
書
を
持
ち
、
さ
ら
に
「
此
一
帖
以
也

足
要
自
筆
之
本
不
違
一
宇
令
書
写
者
也
子
時
延
宝
五
年
林
鐘
日
羽
林
中
郎
将
藤

原
嗣
章
」
（
こ
の
部
分
別
筆
の
如
し
）
・
親
本
た
る
中
院
通
勝
筆
本
は
宝
玲
文
庫
を
経
て

現
在
天
理
図
書
館
蔵
。
「
伊
勢
物
語
筆
薮
中
将
殿
外
題
中
院
大
納
言
殿
迩
茂
卿
」
と

10



篝
蕊
《
し
た
折
紙
を
付
す
。
箱
入
。

㈱
伊
勢
物
語
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
ひ
一
帖

近
世
中
期
。
栗
皮
色
紙
表
紙
三
五
・
四
×
一
七
・
五
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
伊
勢

物
語
」
、
内
題
二
作
品
と
も
な
し
。
緑
・
薄
紅
・
黄
・
素
紙
の
色
変
り
鳥
の
子
、
墨
付

九
八
丁
（
伊
勢
物
語
七
二
丁
、
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
ひ
二
四
丁
、
落
嘗
き
風
に
古
歌

を
写
し
た
も
の
二
丁
）
一
面
九
行
。
伊
勢
物
語
に
奥
書
勘
物
の
類
一
切
な
い
が
、
本

文
は
武
田
本
系
。
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
ひ
は
「
こ
の
へ
と
の
」
と
題
す
る
長
歌
を
持

つ
系
統
。
最
終
丁
に
「
お
も
し
ろ
き
ふ
し
は
な
け
れ
と
の
そ
ま
れ
て
さ
ん
す
る
人
は

加
茂
の
季
鷹
」
と
別
筆
で
墨
書
（
季
臓
の
自
書
か
）
・
「
青
硲
書
屋
」
の
印
記
。

伽
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
一
帖
↓
解
題

室
町
後
期
。
薄
香
色
地
に
銀
で
細
紋
を
刷
っ
た
紙
表
紙
三
八
・
○
×
二
○
・
四
）
、

金
銀
切
箔
散
ら
し
の
見
返
し
、
外
題
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
九
○
丁

一
面
三
一
行
、
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
奥
書
識
語
の
類
は
一
切
な
い
が
肖
聞
抄
の
延
徳

三
年
本
系
統
に
属
す
る
。
「
伊
勢
物
語
間
書
抄
騨
牝
有
」
荊
筆
で
言
聞
抄
の
異
本
鍬
」

と
傍
書
）
と
し
た
袋
付
。
現
在
極
札
見
え
ず
。
「
青
諮
書
屋
」
の
印
記
。

㈱
伊
勢
物
語
奥
旨
秘
訣
一
冊

近
世
後
期
。
仮
綴
３
本
文
共
紙
表
紙
（
一
三
・
六
×
一
七
・
四
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
伊
勢
物
語
秘
訣
烏
内
題
「
伊
勢
物
語
奥
旨
秘
訣
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
八
丁

一
面
九
～
一
二
行
、
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
題
号
口
訣
以
下
極
秘
七
箇
大
事
裏
説
口
訣

ま
で
五
ケ
条
に
わ
た
る
。
慶
安
元
年
八
月
天
日
長
頭
丸
（
松
永
貞
徳
劃
寛
文
八
年
二

月
一
一
百
長
好
、
延
宝
九
年
一
つ
月
三
日
長
雅
の
奥
書
。
“
と
同
筆
同
体
裁
で
貞
徳
の
歌

道
秘
伝
書
と
し
て
一
括
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
か
。
小
高
敏
郎
『
松
永
貞
徳
の
研
究

続
篇
」
、
大
津
有
一
「
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』
参
照
。

㈱
よ
し
や
あ
し
や
二
冊

安
永
九
年
。
代
赫
色
紙
表
紙
（
二
七
・
四
×
二
○
・
三
に
題
筌
「
葭
乎
壷
乎
天
」

「
よ
し
や
あ
し
や
地
罠
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
総
数
一
六
六
丁
一
面

一
二
行
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ
力
（
下
冊
半
ば
以
降
朱
書
き
入
れ
な
し
）
・
秋
成
駿
文
の

後
に
「
宇
倍
田
大
人
の
書
し
る
し
給
ふ
よ
し
や
あ
し
や
一
巻
頭
書
朱
書
も
そ
の
ま
ま

に
う
つ
し
侍
り
ぬ
安
永
九
子
霜
降
月
飛
田
由
喜
」
の
書
写
奥
書
。
伊
勢
物
語
古

意
付
録
の
版
本
よ
し
や
あ
し
や
と
は
全
く
別
内
容
。
「
芝
川
図
書
」
の
印
記
。

剛
源
氏
五
十
四
帖
一
冊

元
禄
六
年
。
紺
色
紙
表
紙
（
二
三
・
四
×
一
六
・
五
）
に
題
篭
「
源
氏
五
十
四
帖
」
、

内
題
な
し
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
四
七
丁
一
面
一
二
行
。
「
是
大
概
計
也
源
氏
五
十

四
帖
か
つ
ノ
、
し
る
す
許
也
元
禄
六
年
酉
ふ
み
月
二
日
重
之
書
」
と
あ
り
、

（
？
。
）

別
筆
で
「
谷
津
伝
次
郎
茂
房
（
花
押
）
」
と
所
持
者
と
お
ぽ
し
き
人
物
の
署
名
。
源
氏

物
語
の
梗
概
書
で
あ
る
。
「
竹
の
屋
」
の
印
記
。

剛
原
中
最
秘
抄
一
冊

近
世
中
期
。
白
緑
紙
表
紙
三
七
・
一
×
一
九
・
四
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
原
中
最

秘
抄
畏
内
題
「
原
中
最
秘
妙
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
六
・
一
丁
一
面
九
行
。
「
原
中
最

秘
抄
者
光
源
氏
物
語
先
覚
行
阿
法
師
所
撰
述
也
…
…
（
和
歌
二
首
）
畦
雲
山
人
明
魏

朱
印
」
の
奥
書
を
持
つ
抄
略
本
系
統
。
「
九
条
」
（
九
条
家
）
の
印
記
。

㈱
口
伝
抄
伏
屋
塵
一
冊

近
世
中
期
。
渋
引
紙
表
紙
（
二
三
・
一
×
一
六
・
三
に
題
叢
「
口
伝
抄
全
晨
内

題
「
口
伝
抄
」
「
伏
屋
塵
完
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
一
○
丁
（
口
伝
抄
五
丁
、
伏
屋
塵
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一
、

五
丁
）
一
面
二
行
。
口
伝
抄
に
は
「
文
明
三
年
二
月
主
日
以
禅
閤
一
条
殿
御
自
筆
秘

本
密
々
令
書
写
…
…
博
陸
候
冬
良
公
御
判
」
の
奥
書
、
伏
屋
塵
に
は
奥
書
識
語
の
類
な

Ｉ
〕
◎倒
覚
勝
院
抄
五
冊

近
世
中
期
。
香
色
地
藍
吹
墨
布
目
紙
表
紙
三
八
・
二
×
二
○
・
六
）
に
打
ち
つ
け

書
き
「
は
猫
き
性
う
つ
せ
み
」
「
夕
か
ほ
」
「
あ
け
ま
き
さ
わ
ら
ひ
」
「
か
け
ろ
ふ
」

「
て
な
ら
ひ
夢
の
う
き
は
し
」
、
内
題
「
箒
木
第
一
こ
「
空
蝉
雌
也
」
…
…
「
夢
浮
橋
宇

治
第
十
」
の
如
く
記
す
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
総
数
三
八
○
丁
一
面
二
行
、
朱

墨
書
き
入
れ
お
よ
び
貼
紙
多
し
。
覚
勝
院
抄
八
巻
五
冊
分
の
み
の
零
本
。
「
白
水
蔵

書
」
の
印
記
。

㈱
源
氏
物
語
系
図
一
帖
↓
解
題

近
世
初
期
。
栗
皮
色
紙
表
紙
（
一
三
・
八
×
一
七
・
○
『
外
題
内
題
な
し
。
本
文
料

紙
鳥
の
子
、
墨
付
三
三
丁
一
面
三
一
行
、
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
「
耕
閑
軒
堪
得
之
本
恩

借
之
即
時
令
書
写
件
本
自
然
斎
耕
閑
軒
相
談
添
削
之
本
云
色
、
次
に
「
慶
長
実
申

寅
歳
孟
冬
上
旬
京
一
条
に
て
書
之
」
と
記
す
。
慶
長
夷
年
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い

ｆ
ナ
◎

頃
の
書
写
。
見
返
し
と
第
一
丁
表
一
行
目
ま
で
「
辞
」
「
む
つ
か
し
」
の
如
く
書
き
入

れ
と
同
筆
で
難
語
を
摘
記
す
る
。
本
文
と
書
き
入
れ
と
は
墨
色
に
差
あ
る
も
、
に
わ

か
に
同
筆
か
別
筆
か
判
じ
が
た
い
。
源
氏
物
語
系
図
実
隆
本
系
に
「
肖
柏
等
相
談

之
訪
宗
祇
法
師
指
南
」
の
字
句
が
見
え
る
が
、
兼
載
（
耕
閑
軒
）
と
宗
祇
（
自
然

斎
）
談
合
の
件
は
傍
証
管
見
に
及
ば
ず
。

㈱
浜
松
中
納
言
物
語
一
冊

近
世
中
期
。
石
竹
色
地
墨
流
し
紙
表
紙
（
一
五
・
○
×
一
二
・
四
に
打
ち
つ
け
書

き
「
浜
松
物
か
た
り
」
、
内
題
「
浜
松
中
納
言
」
。
本
文
料
紙
薄
様
、
墨
付
一
○
三
丁
一

画
一
五
行
の
細
字
写
本
で
本
文
と
同
筆
の
墨
書
き
入
れ
少
々
・
巻
五
を
欠
き
、
小
松

茂
美
「
校
本
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
分
類
Ａ
系
統
に
属
す
。
「
月
明
荘
豈
反
町
弘
文

荘
）
の
印
記
。

㈱
唐
物
語
補
十
六
夜
日
記
長
歌
一
冊

明
治
期
。
香
色
紙
表
紙
三
四
・
四
×
一
六
・
六
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
か
ら
も
の

か
た
り
捕
い
さ
ょ
ひ
の
日
記
長
歌
完
唐
物
語
補
は
内
題
な
く
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨

付
二
○
丁
一
面
一
○
行
、
「
明
治
己
丑
五
月
借
於
師
家
写
以
揃
和
文
教
科
書
省
略
者

也
藤
仁
之
」
の
奥
書
。
次
に
同
質
紙
を
扉
と
し
て
「
此
写
本
腿
参
考
標
注
十
六
夜
日
記
疑
本
十

六
夜
日
記
長
歌
鐸
譲
同
奥
書
同
冷
泉
家
本
奥
書
」
と
墨
書
、
一
面
一
○
行
藍
刷

罫
紙
八
丁
に
長
歌
お
よ
び
奥
書
と
そ
の
略
注
、
薄
様
四
丁
に
「
左
に
あ
る
は
冷
泉
家

本
の
奥
書
な
れ
ど
い
と
め
づ
ら
し
か
な
れ
ば
文
字
も
そ
の
ま
ま
に
写
し
て
こ
こ
に
の

せ
っ
阿
仏
房
の
か
な
書
之
内
」
と
し
て
四
条
局
仮
名
調
調
の
一
部
を
写
し
、
さ
ら

に
「
不
知
夜
記
阿
仏
房
鎌
倉
紀
行
也
阿
仏
房
葛
原
親
王
十
一
代
後
胤
佐
渡
守
度
繁
女

安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
為
相
卿
母
後
為
尼
名
阿
仏
房
寛
文
年
中
焼
失
今
於
是
模
写
而

己
延
宝
五
年
冬
後
士
一
月
土
日
右
近
衛
権
少
将
藤
原
（
花
押
こ
（
細
字
で
「
印
文

ハ
朱
白
交
字
ニ
テ
冷
泉
藤
原
為
経
ノ
六
字
ア
リ
」
と
傍
書
）
と
あ
る
。
墨
付
合
計
三

三
丁
。
「
佐
藤
仁
之
助
蔵
書
」
等
の
印
記
。
十
六
夜
日
記
の
後
に
仮
名
調
調
を
付
し
た

も
の
に
は
天
理
図
書
館
現
蔵
九
条
家
本
が
あ
る
が
、
右
の
奥
書
を
持
つ
も
の
は
不
見
。

㈱
土
佐
日
記
一
冊

近
世
前
期
。
紺
色
地
に
紗
綾
形
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙
三
六
・
五
×
一
八
・
三

に
打
ち
つ
け
書
き
「
（
か
す
れ
て
不
能
読
）
佐
ノ
目
ヵ
）
記
鳧
内
題
「
土
佐
日
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I

ゞ
４
鼻
・
・
和
，
よ
い
ｊ
‐
い
‐
。
‐
・
武
』
◇

篭
号
求
文
科
紙
楮
紙
、
墨
付
一
九
丁
一
面
三
行
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
明
応
壬

子
完
年
）
亜
槐
藤
臣
（
実
隆
）
の
奥
書
と
勘
物
を
持
つ
。

㈱
土
佐
日
記
註
二
冊

近
世
後
期
・
渋
格
子
模
様
紙
表
紙
三
六
・
五
×
一
八
・
三
に
打
ら
つ
け
書
き

「
土
佐
日
記
」
（
表
紙
右
肩
に
「
静
舎
抄
県
居
考
」
）
、
上
田
秋
成
の
序
文
あ
っ
て
次
に

内
題
「
土
左
日
記
」
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
総
数
九
一
丁
一
面
一
○
行
、
本
文
と
同

筆
の
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
明
和
五
年
蹟
を
持
つ
加
藤
宇
万
伎
の
土
佐
日
記
註
に
秋
成

序
文
を
付
し
（
た
だ
し
秋
成
自
筆
本
に
見
え
る
「
寛
政
二
年
：
…
・
鶉
の
屋
に
て
う
つ

し
を
さ
め
ぬ
」
を
欠
く
。
ま
た
享
和
二
年
の
践
文
も
な
し
）
、
朱
で
「
師
説
」
「
大
人
説
」

の
ご
と
く
頭
注
を
加
う
。
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
「
平
安
日
記
」
に
紹
介
の
秋
成

自
筆
土
佐
日
記
解
と
は
別
内
容
。
「
篁
園
文
庫
」
（
竹
内
篁
園
）
等
の
印
記
。

側
紫
式
部
日
記
一
冊

近
世
後
期
。
標
色
地
に
雲
鳳
凰
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙
（
二
七
・
五
×
一
九
・
空

に
題
篭
「
む
ら
さ
き
の
記
農
内
題
同
じ
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
四
三
丁
一
面
一
○

行
、
本
文
と
同
筆
の
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
末
尾
に
寛
弘
五
年
の
公
卿
等
の
補
任
を

載
す
も
奥
書
識
語
の
類
な
し
。
本
文
は
第
二
類
に
属
す
。
池
田
亀
鑑
「
紫
式
部
日
記
』

参
照
。
側
松
島
日
記
一
冊

宝
暦
三
年
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
（
二
三
・
七
×
一
六
・
八
）
に
打
ち
つ
け
書
き

「
ま
つ
島
日
記
完
」
、
内
題
「
松
島
日
記
」
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
二
丁
一
面
一

一
行
、
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
「
右
之
巻
号
松
島
日
記
絵
図
者
土
佐
光
俊
蒙
仁
治
皇

帝
之
勅
製
之
今
借
道
朝
親
王
之
御
本
写
之
畢
寛
正
三
年
壬
午
年
十
月
下
旬
源
教

具
」
以
下
「
有
情
女
松
島
日
記
は
…
…
宝
暦
第
三
癸
酉
年
冬
十
月
下
洗
於
浪
華
書
之

郡
親
良
」
（
署
名
の
下
に
印
二
穎
あ
れ
ど
も
不
能
読
）
に
至
る
八
奥
書
あ
り
、
そ
の

一
つ
享
保
七
年
の
高
崎
寛
敬
奥
書
に
よ
り
、
歌
僧
空
華
庵
忍
鎧
の
手
を
経
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

仙
枕
草
紙
装
束
抄
定
家
卿
五
行
五
色
和
歌
女
房
三
十
六
人
歌
合
集
外
歌
仙

小
野
小
町
集
在
原
業
平
小
野
小
町
和
歌
問
答
一
冊

享
和
三
年
。
鼠
模
様
を
白
抜
き
し
た
藍
吹
墨
紙
表
紙
三
二
・
七
×
一
六
・
二
に

題
笛
「
枕
草
紙
装
束
抄
寵
定
家
五
行
五
色
歌
女
三
十
六
歌
仙
集
外
三
十
六
人

小
野
小
町
家
集
同
歌
間
天
竺
、
内
題
「
清
少
塑
扉
皆
訴
躍
東
撮
要
抄
」
歪
家
卿
五
色
和

歌
同
五
行
和
歌
」
「
女
三
十
六
歌
仙
豈
集
外
歌
仙
三
十
六
人
菫
小
野
小
町
家
集
」
「
小
町
業

平
歌
問
答
」
、
墨
付
二
四
丁
一
面
行
数
不
定
。
装
束
抄
末
尾
に
「
子
時
享
和
三
亥
秋
九

月
上
旬
書
写
之
岡
内
蔵
之
助
護
書
宍
巻
末
に
「
子
時
享
和
三
発
亥
九
月
上
卯
日

岡
内
蔵
之
助
護
書
」
と
あ
り
。
定
家
卿
五
色
五
行
和
歌
は
拾
遺
愚
草
員
外
よ
り
一
○

首
書
き
抜
い
た
も
の
、
小
町
集
は
歌
仙
家
集
本
系
に
属
す
。

“
徒
然
草
二
冊

近
世
初
期
。
丹
紙
表
紙
三
○
・
五
）
×
一
三
・
五
）
に
打
ら
つ
け
書
き
「
つ
れ
ノ
、

草
罠
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
鳥
の
子
、
墨
付
総
数
一
三
二
丁
一
面
八
行
、
ま
ま
朱
墨

書
き
入
れ
あ
り
。
奥
書
識
語
の
類
一
切
こ
れ
を
欠
く
が
、
本
文
は
正
徹
本
系
統
と
思

わ
る
。
㈱
徒
然
草
一
冊

近
世
前
期
。
藍
刷
毛
目
紙
表
紙
三
九
・
六
×
二
一
・
三
に
題
溌
弓
れ
ノ
、
草
」
、

内
題
な
し
ｃ
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
九
八
丁
一
面
二
行
、
朱
合
点
あ
り
。
「
此
つ
れ
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（
マ
マ
〉

ノ
、
草
一
冊
者
依
所
望
染
筆
者
也
。
霊
鑑
寺
宮
光
哩
繋
書
之
〔
宋
栄
こ
と
し
、
Ⅷ

筆
貼
紙
「
宋
栄
俳
個
的
京
祁
隻
塁
罷
風
松
斗
閻
徳
門
人
」
。
本
文
は
烏
丸
本
系
統
。

卿
徒
然
草
二
冊

近
世
中
期
。
仮
綴
本
文
共
紙
表
紙
（
二
四
・
七
×
一
六
・
九
）
に
打
ち
つ
け
書
き
「
つ

れ
Ｉ
、
草
上
（
下
匡
、
内
題
な
し
。
本
文
料
紙
楮
紙
、
墨
付
総
数
一
四
九
丁
一
面

九
行
、
本
文
と
同
筆
の
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
冷
泉
流
の
書
風
で
奥
書
識
語
の
類
一
切

こ
れ
を
欠
く
が
、
本
文
は
烏
丸
本
系
統
と
思
わ
る
。

鋤
江
談
抄
二
冊

近
世
中
期
。
藍
地
に
紗
綾
形
・
唐
草
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙
（
二
七
・
一
×
一
九
・

三
に
打
ち
つ
け
書
き
「
江
談
抄
鑿
三
下
冊
に
は
外
題
な
し
）
、
内
題
「
江
談
抄

第
一
（
～
第
五
ご
・
本
文
料
紙
薄
様
、
墨
付
総
数
七
八
丁
一
面
一
二
行
、
本
文
と
同

筆
の
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
下
冊
末
に
「
以
或
人
之
本
書
写
之
早
卒
之
間
不
及
校
合
文

字
不
審
等
多
得
正
本
正
之
実
宗
永
〔
芸
叢
〕
〔
豊
蔀
家
庫
〕
」
の
奥
書
。
宗
永
は
伊
達

綱
村
の
弟
、
田
村
家
を
継
ぎ
田
村
宗
永
を
名
の
る
。
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
切
腹
し
た

の
は
こ
の
人
の
屋
敷
に
於
て
で
あ
る
。
第
六
長
句
時
に
相
当
す
る
巻
を
欠
き
、
各
巻

巻
頭
に
目
録
を
付
す
。
本
文
は
流
布
本
系
統
。
「
芸
叢
之
印
」
（
田
村
宗
永
）
の
印
記
。

㈱
古
事
談
三
冊

近
世
中
期
。
白
茶
色
布
目
紙
表
紙
三
三
・
一
×
一
六
・
二
に
題
溌
「
古
事
談

上
（
中
、
下
）
」
、
内
題
「
古
事
談
第
一
（
～
第
六
ご
・
本
文
料
紙
斐
楮
混
ぜ
漉
き
、

か
な
り
以
前
に
裏
打
補
修
を
加
え
（
朱
書
き
入
れ
は
補
修
以
降
ｘ
そ
の
際
天
地
、
特

に
地
を
大
き
く
裁
っ
て
い
る
。
墨
付
総
数
二
三
○
丁
一
面
八
行
、
本
文
と
別
筆
（
青
木

信
寅
か
）
の
朱
校
合
あ
り
、
他
に
墨
書
き
入
れ
。
上
冊
末
に
「
丹
鶴
叢
書
本
と
異
る

の
印
記
。

別

㈱
懐
風
藻
一
冊

寛
政
五
年
竹
苞
楼
（
裏
寛
返
し
に
「
寺
町
通
本
能
寺
前
皇
都
銭
屋
惣
四
郎
」
）
。

黒
紫
色
紙
表
紙
三
六
・
○
×
一
八
・
○
）
に
単
辺
題
霞
風
懐
風
詩
集
」
、
内
題

「
懐
風
藻
烏
四
開
双
辺
二
八
・
八
×
二
一
・
七
）
一
面
八
行
軍
六
行
、
駁
七

行
完
版
心
「
懐
風
藻
Ｆ
肉
」
。
「
葵
山
文
庫
」
の
印
記
。

（
ワ
・
）

も
の
「
字
丹
」
と
朱
傍
書
丹
本
異
本
と
校
合
し
て
「
字
ｉ
」
と
あ
る
は
同
じ
く
「
字
ィ
」

（
、
二
ｍ
〃
■
）

と
し
て
丹
本
な
る
事
を
残
さ
す
其
異
本
か
本
書
と
同
し
き
は
略
之
丹
鶴
叢
書
本
と

比
校
し
て
魯
魚
の
誤
を
訂
す
本
書
所
々
一
段
又
二
三
段
の
脱
漏
あ
り
又
事
醜
援
に

渉
る
も
の
は
之
を
除
き
た
る
か
如
し
」
、
下
冊
末
に
「
以
丹
鶴
叢
書
本
一
校
了
同
書
ィ

と
し
て
校
合
せ
る
所
多
く
本
書
に
合
す
」
と
朱
書
書
き
入
れ
と
同
筆
）
。
好
色
讃
に

頬
す
る
も
の
を
欠
脱
さ
せ
た
第
一
類
本
（
略
本
）
系
統
に
属
す
。
欠
脱
部
分
に
は
「
此

間
一
条
略
凝
謹
と
墨
頭
書
あ
り
。
上
冊
表
紙
に
霄
木
座
霄
木
信
重
の
蔵
書

票
、
「
青
蕊
書
屋
」
の
印
記
。

㈱
雑
問
答
考
一
冊

近
世
後
期
。
仮
綴
、
本
文
共
紙
表
紙
三
七
・
五
×
一
九
・
五
）
に
打
ら
つ
け
書
き

「
雑
問
答
考
完
」
（
「
加
茂
真
淵
」
と
朱
傍
書
く
内
題
「
雑
問
答
考
完
本
文
料
紙
楮

紙
、
墨
付
二
六
丁
一
面
一
三
行
。
反
故
を
利
用
し
た
目
録
一
葉
別
添
。
真
淵
全
集
所

載
の
も
の
と
比
較
す
る
に
小
異
あ
り
、
「
譲
位
践
詐
」
「
五
位
の
中
将
」
の
項
は
全
集
本

の
頭
書
が
本
文
化
し
て
い
る
。
宝
暦
九
年
八
月
其
淵
奥
書
。

刊
本
の
部

『
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卿
古
今
和
歌
六
帖
九
冊

寛
文
九
年
吉
田
四
郎
右
衛
門
・
栗
山
宇
兵
衛
開
板
。
紺
色
紙
表
紙
三
六
・
三
×
一

八
・
二
に
単
辺
題
篭
「
古
今
和
歌
六
帖
一
と
上
（
～
六
之
下
）
」
、
内
題
「
古
今
和
歌
六
帖
第

三
～
第
六
ご
◎
四
周
単
辺
三
一
・
七
×
一
六
・
六
）
一
面
二
行
。
詳
細
な
朱
書

き
入
れ
を
持
ち
第
九
冊
裏
見
返
し
に
「
右
全
部
に
朱
書
入
は
先
師
富
士
谷
御
杖
也

門
人
福
田
美
楯
写
之
嘉
永
二
酉
年
正
月
小
川
魚
臣
又
写
之
此
朱
書
尤
有
益
也
門

外
不
出
之
者
也
」
と
朱
書
。
刊
記
の
あ
る
丁
に
朱
と
同
筆
の
墨
書
「
す
へ
て
此
帖
…

…
心
え
さ
せ
た
ま
ふ
へ
し
」
の
駁
文
（
寛
文
九
年
版
古
今
和
歌
六
帖
に
数
種
あ
り
、

吉
田
四
郎
右
衛
門
の
か
か
わ
っ
た
も
の
に
は
こ
の
践
文
を
欠
く
）
、
さ
ら
に
朱
で
「
福

田
氏
蔵
本
如
此
之
板
文
あ
り
余
か
蔵
本
全
く
同
板
本
に
し
て
此
末
文
無
之
完
朱
書
き

入
れ
の
ほ
と
ん
ど
は
出
典
注
記
と
異
本
校
合
で
あ
る
。
「
萩
舎
」
、
「
下
田
氏
記
」
「
紅
梅

文
庫
」
（
前
田
善
子
〉
等
の
印
記
。

側
桧
垣
家
集
補
註
二
冊

天
保
年
間
、
英
大
助
・
秋
田
太
右
衛
門
（
広
告
に
よ
る
）
・
浅
葱
色
布
目
紙
表
紙
三

五
・
五
×
一
七
・
八
）
に
単
辺
題
笛
「
桧
垣
娼
家
集
補
註
上
（
Ｆ
）
」
、
内
題
「
桧
垣
家

集
補
註
完
四
周
単
辺
二
八
・
八
×
一
二
・
七
）
一
面
九
行
、
絵
五
面
。
版
心
「
桧

垣
家
集
補
註
上
（
下
）
丁
且
。

”
八
雲
御
抄
三
冊

万
治
二
年
中
野
氏
道
也
新
刊
。
栗
皮
色
紙
表
紙
三
七
・
三
×
一
八
・
茎
に
打
ち

つ
け
香
き
「
八
雲
御
抄
一
二
〈
四
五
六
実
第
二
冊
に
は
外
題
な
し
）
、
内
題
「
八
雲
抄
第
一

（
～
第
六
）
」
。
一
面
二
行
（
序
八
行
ｘ
版
心
「
八
雲
抄
一
（
～
六
）
丁
吋
」
。
第
一

冊
末
尾
に
文
永
五
年
為
家
奥
書
（
紫
式
正
慶
三
年
以
下
弘
安
八
年
玄
覚
奥
書
（
朱
）
、

「
私
云
弘
安
八
後
宇
多
院
年
号
…
…
為
家
卿
奥
書
文
永
五
年
ハ
弘
安
ョ
リ
士
年
以

前
也
豈
唾
、
さ
ら
に
．
識
師
」
と
し
て
巻
二
識
師
の
条
を
二
○
行
に
墨
書
（
ち

な
み
に
本
文
巻
二
当
該
部
分
に
は
「
此
所
ノ
次
第
前
後
錯
雑
末
二
墨
書
一
葉
記
之
可

見
」
と
藍
筆
頭
豊
・
第
三
冊
末
尾
に
「
本
云
至
徳
二
年
乙
丑
九
月
五
日
以
綾
小
路

羽
林
経
有
御
本
書
写
之
走
筆
之
間
其
誤
不
可
勝
計
又
本
云
徳
治
第
三
戊
申
二
月
夫

日
自
第
一
至
第
六
以
馳
筆
畢
更
々
不
可
有
外
見
者
也
殊
可
秘
々
々
右
六
冊
一
覧
畢

天
正
五
年
八
月
日
幽
斎
玄
旨
（
花
押
こ
と
他
本
奥
書
を
墨
筆
転
写
。
朱
墨
藍
紫
の
四

筆
書
き
入
れ
だ
が
同
一
人
の
手
に
な
る
如
く
思
わ
れ
、
朱
は
幽
斎
本
、
紫
は
為
家
本

と
の
校
合
で
あ
る
由
巻
第
一
冒
頭
に
見
ゆ
。
元
来
七
冊
本
を
改
装
。

”
和
漢
朗
詠
集
註
九
冊

無
刊
記
、
寛
文
二
年
版
の
後
刷
。
鑑
色
紙
表
紙
三
七
．
一
×
一
九
・
二
に
題
篭

「
和
漢
朗
詠
集
註
一
（
～
九
）
」
蕊
九
冊
は
巻
九
と
十
と
を
合
冊
首
内
題
「
和
漢
朗

詠
集
註
巻
第
一
Ｔ
第
十
こ
。
四
周
単
辺
三
一
・
七
×
一
五
・
七
）
一
面
一
三
行

（
序
九
行
宅
版
心
は
花
口
魚
尾
に
「
朗
詠
集
註
一
（
～
十
）
ｔ
ど
。

卿
竹
取
物
語
一
冊

正
保
三
年
林
甚
右
衛
門
尉
。
藍
色
紙
表
紙
三
七
・
七
×
一
七
・
六
）
に
打
ち
つ
け

書
き
「
た
け
と
り
物
語
上
下
」
、
内
題
「
た
け
と
り
物
語
」
。
四
周
単
辺
二
九
・
九
×

一
四
・
垣
一
面
二
行
。
版
心
抱
け
上
（
下
）
ｒ
と
。
巻
末
に
真
淵
説
や
韻
府

群
玉
を
引
い
た
度
会
正
董
荒
木
田
久
童
の
墨
書
を
一
葉
補
綴
す
る
。
中
田
剛
直

「
竹
取
物
濡
の
研
究
離
聖
に
通
行
本
系
第
二
類
と
し
て
紹
介
。

伽
伊
勢
物
語
集
註
九
冊

巻
十
以
降
を
欠
く
た
め
刊
年
不
明
、
承
応
一
羅
版
の
後
刷
か
。
錆
納
戸
色
地
に
紗
綾
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形
・
蓮
華
唐
草
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙
三
七
・
二
×
一
七
・
九
）
に
双
辺
題
篭

「
伊
勢
物
語
集
註
二
（
’
九
三
第
一
冊
は
題
篭
破
損
甚
し
く
不
能
読
『
内
題
「
伊
勢
物

語
集
註
巻
一
（
～
巻
九
ご
・
一
面
二
行
、
版
心
「
集
註
一
巻
（
～
九
巻
）
丁
付
」
。

朱
墨
書
き
入
れ
あ
り
。

閥
十
六
夜
日
記
一
冊

万
治
二
年
林
和
泉
板
行
。
紺
色
紙
表
紙
（
二
二
・
二
×
一
五
・
七
）
、
題
篭
落
剥
、
内

題
「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
完
四
周
単
辺
二
六
・
八
×
二
・
五
）
一
面
一
○
行
。
版

心
「
イ
丁
付
」
。
絵
三
面
。
末
尾
に
正
徳
六
丙
申
天
六
月
口
二
字
不
能
読
）
ク
求
」

と
朱
書
。

㈹
枕
草
子
春
曙
抄
付
装
束
抄
一
三
冊

春
曙
抄
無
刊
記
、
装
束
抄
は
享
保
西
年
上
坂
勘
兵
衛
源
兼
勝
発
梓
○
紺
色
紙
表
紙

三
七
・
一
×
一
八
・
八
）
に
単
辺
題
簑
「
枕
草
子
春
曙
抄
一
（
～
十
二
終
胄
枕
草
子
装

束
抄
鳧
内
題
各
々
「
春
曙
抄
」
「
清
少
納
言
枕
草
紙
装
束
撮
要
抄
」
。
四
周
単
辺
三

二
・
三
×
一
七
・
八
、
装
束
抄
は
一
三
・
二
×
一
七
・
五
）
一
面
一
二
行
。
版
心

「
春
曙
一
（
～
十
三
丁
付
」
塁
束
抄
丁
付
」
。
第
一
冊
見
返
し
に
武
藤
元
信
の
藍
筆

識
語
が
あ
り
、
慶
長
頃
写
の
本
居
豊
穎
蔵
枕
草
子
三
冊
で
校
合
を
加
え
た
こ
と
を
示

す
。
同
じ
く
武
蔵
翁
の
手
で
朱
頭
注
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
「
枕
草
子
通
釈
」

著
述
の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
校
合
さ
れ
た
豊
穎
本
は
三
巻
本
系
第
二
類
に
属
す

と
思
わ
れ
る
が
、
現
所
在
不
明
。
「
武
蔵
元
信
」
等
の
印
記
。
第
一
冊
第
一
丁
第
二
丁

伽
枕
草
子
春
曙
抄
一
二
冊

側
の
後
刷
、
書
誌
は
略
す
。
第
一
冊
発
端
第
三
丁
を
欠
く
。
第
一
冊
見
返
し
に
朱
で

が
逆
順
に
な
っ
て
い
る
。

「
校
本
目
録
天
文
二
年
古
写
本
畷
紗
咋
枕
草
子
万
歳
抄
鶴
昨
契
沖
及
真
淵
宣

（
マ
マ
）

長
春
海
浜
臣
等
校
合
伊
勢
貞
文
枕
草
子
抄
」
と
見
え
本
文
中
に
同
筆
の
朱
校
合
、

ま
た
こ
れ
と
は
別
筆
の
墨
書
き
入
れ
あ
り
。
校
合
さ
れ
た
天
文
本
は
三
巻
本
系
統
か
。

「
静
篁
舎
」
「
隣
柿
庵
」
の
印
記
。
な
お
野
村
貴
次
弓
枕
草
子
春
曙
抄
」
上
木
に
就
い

て
の
管
見
」
（
甲
南
大
学
紀
要
三
三
参
照
。

側
閑
居
友
二
冊

無
刊
記
、
明
治
刷
。
大
和
綴
、
朱
色
地
に
紗
綾
形
・
唐
草
等
を
空
押
し
し
た
紙
表
紙

三
五
・
七
×
一
八
・
六
）
に
題
叢
「
閑
居
友
悪
鎮
鞄
尚
蕃
上
（
下
匡
、
内
題
「
閑
居
友

巻
之
上
（
下
匡
。
四
周
単
辺
三
一
・
三
×
一
六
・
五
）
一
面
二
行
。
版
心
「
閑

居
友
上
（
下
）
‘
け
」
。

”
風
流
志
道
軒
伝
五
冊

宝
暦
三
年
版
の
後
刷
か
、
河
内
屋
茂
兵
衛
他
一
○
名
の
連
記
。
空
色
紙
表
紙
（
二

一
・
六
×
一
四
・
八
）
に
双
辺
題
篭
「
風
流
志
道
軒
伝
一
《
～
皇
、
内
題
「
風
流
志

道
軒
伝
巻
之
一
（
～
五
）
」
。
四
周
単
辺
二
七
・
六
×
一
三
・
二
一
面
一
○
行
（
序

六
～
七
行
、
駁
八
行
）
・
版
心
「
風
流
志
道
軒
伝
巻
一
（
～
藝
丁
付
壼
絵
各
冊
二

面
。
巻
四
、
五
に
各
々
四
丁
の
河
内
屋
茂
兵
衛
広
告
を
付
す
『
只
誠
蔵
」
（
関
根
只

誠
）
「
十
香
書
屋
」
の
印
記
。
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②
古
今
和
歌
集

嘉
禎
三
年
八
月
圭
日
定
家
書
写
本
は
松
田
武
夫
『
勅
撰
和
歌
集
の
研
究
笑
西
下
経

一
「
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
に
吉
川
家
蔵
の
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

定
家
１
１
為
家
１
１
為
秀
！
：
…
ｌ
為
富
と
冷
泉
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
奥
書
に
示
さ
れ
る
。
中
田
本
は
定
家
ｌ
為
家
１
１
為
顕
１
１
為
清
と
伝
え
ら
れ
、

両
者
共
通
の
奥
書
は
定
家
の
そ
れ
の
み
で
あ
る
。
今
中
田
本
奥
書
を
左
に
記
す
。

侍
従
為
顕

於
此
集
者
不
先
達
儀
主
に
今
以
定

家
卿
自
書
写
来
者
也
僻
案
之

輩
卒
爾
用
之
講
書
生
之
失
錯

為
和
歌
之
衰
微
之
基
不
可
然
努
々

不
可
卿
爾
秘
蔵
可
備
証
本
者
也

穴
賢
々
々
当
家
莫
出
窓
外
而
已
可

戸
部
尚
書
藤
原
以
下

中
納
言
為
家

任
先
師
之
庭
訓
之
儀
為
相
伝
以
来
随

分
之
秘
蔵
々
々
備
証
本
者
也
後
学

遺
鏡
記
畢
穴
賢
々
々
当
家
莫
於

窓
外
而
已
努
々
秘
之

為
家
卿
法
名

弘
長
元
年
卒
酉
初
春
之
天
花
落
隠
士
融
覚
在
判

伝
他
家
江
奥
書
如
此

⑧
〔
古
今
和
歌
集
註
〕

僻
案
抄
（
譜
禄
二
年
）
奥
審
の
次
に

此
草
注
付
之
後
拾
遺
相
公
一
人
之
外

更
不
令
他
見
至
嘉
禎
四
年
恭
依

一
マ
マ
〉

承
旧
之
論
言
注
付
突

（
マ
マ
）
・

安
見
元
年
７
莫
六
月
日
戸
部
尚
番
住
判

と
あ
り
、
こ
れ
は
僻
案
抄
延
応
二
年
奥
書
の
後
半
部
分
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
さ
ら
に
”

井
上
宗
雄
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
』
に
よ
れ
ば
、
神
宮
文
庫
本
古
今

灌
頂
巻
に
定
家
ｌ
明
覚
１
１
和
阿
（
為
清
）
の
相
伝
系
図
が
あ
り
、
為
清
は
為
氏

ｑ

曽
孫
な
が
ら
為
顕
系
に
属
し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
定
家
本
中
比
較
的
伝
本
の
稀
な
嘉

禎
三
年
八
月
圭
日
本
の
、
し
か
も
特
異
な
伝
来
奥
書
を
有
す
る
美
麗
写
本
と
し
て
貴

と
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
古
今
和
歌
集
三
条
西
家
旧
蔵
本
」
と
し
た
小

紙
片
あ
り
。

侍
従
為
清

此
本
外
又
以
定
家
卿
自
筆
本

校
合
畢
則
所
違
此
本
勘
注
之

秘
々
々

為
顕
法
搦

永
仁
三
壬
己
初
秋
桑
門
明
覚
在
判



以
三
代
撰
者
秘
註
所
相
伝
大
江
広
貞
也

永
仁
五
年
玉
日
（
「
三
月
」
を
脱
し
た
る
か
）

左
近
中
将
藤
原
朝
臣
為
相
蔚

と
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
の
持
つ
問
題
に
関
し
て
は
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
垣
史

の
研
究
南
北
朝
期
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
て
掲
出
本
は
松
田
武
雄
『
勅
撰
和
歌

集
の
研
究
』
に
二
○
冊
の
注
釈
書
京
都
帝
大
研
究
室
蔵
古
今
和
歌
集
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
も
の
と
同
内
容
で
、
第
一
註
冒
頭
に
「
題
名
の
事
先
段
に
て
す
て
に
註
之
畢
」

と
あ
り
、
題
名
註
あ
る
い
は
序
註
が
別
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
と
こ

ろ
で
当
館
蔵
初
雁
文
庫
本
古
今
和
歌
集
序
註
は
序
註
十
巻
の
う
ち
第
三
を
欠
き
、
古

今
和
歌
集
巻
第
一
註
を
持
っ
て
い
る
。
書
風
装
訂
と
も
一
貫
し
て
お
り
（
近
世
後
期

写
）
、
か
っ
て
序
註
と
本
文
註
と
が
揃
っ
て
一
部
の
書
を
な
し
、
そ
の
冒
頭
部
分
一
○

冊
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
註
と
掲
出
本
第

一
註
と
は
同
内
容
で
あ
る
禿
だ
し
初
雁
本
は
末
尾
若
干
を
欠
く
）
・
し
た
が
っ
て
元

来
序
註
一
○
冊
本
文
註
二
○
冊
都
合
三
○
冊
の
大
部
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
書
誌
的
な
こ
と
が
ら
を
付
言
す
れ
ば
、
形
状
か
ら
み
て
も
と
二
○
帖
に
分
巻
し

「
本
奥
書
云
」
と
し
て

亡
父
京
極
黄
門
之
自
五
条
三
品
之

（
マ
マ
）

許
相
伝
之
註
文
加
之
見
所
及
渥

分
不
残
秘
事
註
付
也

所
相
伝
大
夫
為
相
也
突

正
元
々
年
三
月
茎
日
融
覚
在
判

て
い
た
も
の
を
、
第
一
八
註
の
欠
脱
の
後
四
帖
に
合
冊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈹
四
条
大
納
言
家
集

『
公
任
集
」
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
竹
石
美
智
子
氏
の
「
公
任
集
に
関
す
る
一
考

察
」
（
「
国
文
」
第
銅
号
）
が
唯
一
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
こ
で
整
理
さ
れ
た
類
従
本
な
ど

の
Ｈ
流
布
本
系
統
と
、
書
陵
部
本
な
ど
の
口
異
本
系
統
に
分
け
る
説
が
今
日
も
継
承

さ
れ
る
。
㈲
流
布
本
の
判
定
に
は
、
①
「
流
れ
ゆ
く
」
二
九
三
と
一
九
四
の
間
、
私

家
集
大
成
番
号
。
以
下
同
じ
）
．
②
「
白
山
Ｅ
三
一
九
と
一
三
○
の
間
）
。
③
「
秋

ふ
か
み
」
三
一
三
と
一
三
三
の
間
）
．
④
「
色
ふ
か
き
」
三
五
六
と
二
六
七
の
間
）
．

⑤
「
う
の
花
の
」
（
三
一
二
と
一
言
三
の
間
）
．
⑥
「
今
は
と
て
」
三
九
九
と
四
○
○

の
間
）
の
六
首
を
持
ち
異
本
に
は
な
い
こ
と
、
口
異
本
は
①
再
か
さ
山
」
三
△
．

②
「
世
の
中
に
」
宝
六
二
・
③
つ
れ
な
ら
聖
云
六
三
・
④
「
ひ
と
と
せ
竺
宝

六
三
）
．
⑤
頁
る
郷
の
」
（
五
六
四
）
．
⑥
春
風
の
」
（
五
六
蚕
の
六
首
を
持
ち
、

流
布
本
に
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
流
布
本
の
特
色
と
さ
れ
る
六
首
は
い
ず
れ

も
重
出
歌
で
あ
り
、
異
本
に
な
る
と
こ
れ
は
削
除
さ
れ
、
か
わ
り
に
巻
末
に
五
首
の

勅
撰
集
入
集
歌
が
付
加
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
現
象
に
よ
っ
て
、
流
布
本
が
よ
り
原

形
に
近
く
、
異
本
は
そ
の
後
の
改
訂
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
二
系
統
は
、
類
従
本
と
書
陵
部
本
を
代
表
と
す
る
写
本
の
整
理
に
お
い
て
は

有
効
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
伝
本
も
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
さ
し

あ
た
り
、
類
従
本
系
統
を
第
一
類
、
書
陵
部
本
系
統
を
第
二
類
、
そ
れ
以
外
を
第
三

頬
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
第
三
類
は
系
統
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
伝
本
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
異
に
す
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
こ

の
第
三
類
は
、
包
括
的
な
そ
の
他
の
伝
本
と
称
す
る
と
と
が
で
き
ょ
う
。
こ
こ
に
紹
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介
す
る
中
田
本
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

第
三
類
本
は
、
歌
の
出
入
り
が
伝
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
三
手
文
庫
今
井

似
閑
本
『
公
任
集
」
（
『
小
侍
従
集
』
等
と
合
冊
）
は
、
ほ
と
ん
ど
第
一
類
本
と
称
し
て

も
よ
い
の
だ
が
、
巻
末
に
第
二
類
本
特
有
の
「
世
中
に
」
以
下
の
五
首
を
持
つ
。
こ

れ
は
第
一
類
本
を
書
写
し
た
後
、
第
二
類
本
か
ら
五
首
を
転
写
し
て
で
き
あ
が
っ
た

伝
本
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
な
ど
は
、
混
態
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

三
手
文
庫
泉
亭
本
「
四
条
大
納
言
公
任
集
』
の
場
合
は
、
全
体
が
第
二
類
本
の
特

色
を
持
ち
な
が
ら
も
、
第
一
類
本
の
①
「
流
れ
ゆ
く
」
．
⑥
「
今
は
と
て
」
の
両
首

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
中
田
本
に
な
る
と
一
層
複
雑
と
な
り
、
ま
ず
第
一
類
本
の
判
定
基
準
の
六

首
の
う
ち
、
①
⑦
④
⑤
は
な
く
、
②
⑦
ほ
収
載
さ
れ
る
。
こ
れ
だ
け
だ
と
第
二
類
本

の
性
格
が
よ
り
強
い
と
言
え
る
。
次
に
第
二
類
本
の
特
色
と
さ
れ
る
六
首
の
う
ち
、

④
以
外
は
な
く
、
②
③
が
「
ィ
本
」
と
し
て
朱
筆
に
よ
り
書
入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
だ

と
、
今
度
は
第
一
類
本
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

こ
れ
だ
け
で
な
く
、
中
田
本
に
は
次
に
示
す
よ
う
な
第
一
類
・
第
二
類
本
の
整
理

か
ら
は
は
み
出
た
現
象
が
、
種
々
指
摘
で
き
る
。

⑩
「
世
の
中
に
」
（
一
二
九
）
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
二
首
の
歌
を
持
つ
。

返
し同
に
鍋
無

常
な
ら
ぬ
世
は
う
き
身
こ
そ
悲
し
け
れ
そ
の
数
に
た
に
い
。
ら
し
と
お
も
へ

は

あ
る
女
に

白
山
に
年
ふ
る
雪
や
増
ろ
ら
ん
夜
半
に
か
た
し
き
衣
さ
ゆ
な
り

後
者
の
「
白
山
に
」
の
方
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
第
一
類
本
を
継
承
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
は
初
め
の
「
常
な
ら
ぬ
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
伝

本
に
は
ま
っ
た
く
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
前
に
位
置
す
る
「
世
の
中
に
」
の
肩
付
け

に
「
拾
遺
哀
傷
」
と
あ
り
、
「
常
な
ら
ぬ
」
の
歌
に
「
同
」
と
す
る
よ
う
に
、
こ
の
両

首
は
「
拾
遺
集
』
巻
二
十
哀
傷
部
の
為
頼
と
公
任
に
よ
る
贈
答
歌
で
あ
る
。
為
頼
の

歌
だ
け
が
収
め
ら
れ
て
い
て
公
任
の
返
し
が
な
い
の
を
知
り
、
後
人
が
『
拾
遺
集
』

か
ら
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

②
巻
末
に
は
、
改
丁
し
て
次
の
よ
う
な
四
首
が
並
べ
ら
れ
る
。

右
大
臣
家
つ
く
り
あ
ら
た
め
て
渡
り
は
し
め
け
る
こ
ろ
文
つ
く
り
寄
な
と

人
々
に
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
水
樹
多
産
趣
と
い
ふ
歌
を

拾
遺
灘
買

①
庄
そ
む
る
末
の
心
の
み
ゆ
る
か
な
汀
の
松
の
か
け
を
う
つ
せ
は

因
幡
守
に
な
り
て
下
り
け
る
に
弓
を
っ
か
は
す
と
て

伺
賀

②
咲
は
な
の
か
し
ら
の
雪
に
ま
か
へ
て
も
千
代
の
か
さ
し
は
お
り
に
あ
ふ
ら
し

（
大
内
の
花
の
陰
に
て
よ
み
侍
け
る

③
梓
弓
引
と
島
め
て
も
み
て
し
か
な
い
は
は
恋
し
と
思
へ
け
れ
は

速
見
浦
松
隻
巣

良
玉

④
お
き
も
こ
を
は
や
み
の
浦
の
思
ひ
草
し
け
り
も
ま
さ
る
恋
も
す
る
哉

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
公
任
の
歌
で
、
『
公
任
集
」
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
公
任
の
全

歌
を
集
め
る
目
的
で
、
他
の
歌
集
か
ら
拾
い
出
し
て
付
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
を
③
ぼ
順
序
を
逆
に
す
る
符
号
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
咲
は
な
の
」
の
肩
に
「
同

賀
」
と
す
る
の
は
『
続
千
載
集
』
の
賀
部
を
意
味
す
る
。
ま
た
④
は
「
松
葉
名
所
和

歌
集
』
の
所
載
歌
で
、
そ
こ
に
は
「
良
玉
」
と
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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第
二
類
本
の
巻
末
に
置
か
れ
る
五
首
は
、
勅
撰
集
に
入
集
さ
れ
た
公
任
歌
を
採
録

し
た
の
だ
が
、
中
田
本
の
右
の
四
首
は
さ
ら
に
そ
れ
を
補
っ
た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
そ
の
た
め
に
は
、
第
二
類
本
の
五
首
が
前
提
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
中
田
本
は
第
二
類
本
の
五
首
の
う
ち
．
年
を
」
の
歌
を

持
つ
だ
け
で
、
あ
と
「
世
の
中
に
」
と
弓
ね
な
ら
ぬ
」
は
「
イ
本
上
東
門
院
云
々

の
前
に
左
の
二
首
あ
り
」
と
朱
に
よ
っ
て
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

あ
た
り
第
一
類
本
・
第
二
類
本
と
の
複
雑
な
成
立
関
係
が
背
後
に
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
知
り
得
な
い
。

⑧
細
字
に
よ
っ
て
「
朝
ぼ
ら
け
」
（
四
四
）
「
い
そ
ぐ
べ
き
」
（
七
七
言
暮
が
た
き
」
（
四

一
三
「
山
よ
り
も
」
西
八
三
）
の
四
首
が
余
白
に
補
入
さ
れ
る
。
筆
跡
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
本
文
と
は
別
筆
と
思
わ
れ
る
。
四
一
二
は
詞
書
だ
け
は
あ
る
の
で
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
書
写
者
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
三
首
も
同
じ
単
純
な
脱
落
な

の
か
、
底
本
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

凶
右
と
も
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
「
今
は
と
て
」
西
七
九
）
の
歌
が
詞
書
と
と
も

に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
写
し
漏
ら
し
を
し
た
も
の
の
、
後
人
が
他
本
と
校
合
し
て
補

入
す
る
の
を
見
す
ご
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑤
歌
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
例
が
、
二
箇
所
見
い
だ
さ
れ
る
。
「
恋
佗
て
」
三

四
六
）
「
此
春
は
」
（
二
四
五
）
と
、
「
谷
風
に
」
（
五
五
三
「
都
出
て
」
（
五
五
二
の
部
分

で
、
い
ず
れ
も
他
本
と
配
列
を
異
に
す
る
。

そ
の
ほ
か
中
田
本
で
目
に
つ
く
の
は
、
頭
部
余
白
に
勅
撰
集
入
集
歌
で
あ
れ
ば
そ

の
詞
書
を
朱
な
ど
に
よ
っ
て
書
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
巻
末
に
は
実
頼
・

頼
忠
・
公
任
・
定
頼
の
系
譜
が
示
さ
れ
、
公
任
の
経
歴
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
田
本
は
第
一
類
本
・
第
二
類
本
と
は
き
わ
め

て
異
質
な
伝
本
と
言
え
る
。
歌
の
脱
落
や
順
序
な
ど
書
写
の
誤
り
も
あ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
歌
の
出
入
り
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
煩
雑
に
な

る
た
め
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
各
系
統
相
互
の
本
文
の
違
い
も
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
な
ど
も
含
め
て
、
再
度
体
系
的
に
伝
本
を
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
だ
け

を
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

伽
伊
勢
物
語
肖
聞
抄

『
肖
聞
抄
」
の
伝
本
は
、
㈲
文
明
九
年
本
、
口
文
明
士
犀
本
、
日
延
徳
三
年
本

（
類
従
本
）
の
三
種
が
存
す
る
。
成
立
後
に
注
記
を
増
補
・
改
訂
し
て
い
っ
た
結
果

に
よ
る
。
中
田
本
は
右
の
う
ち
延
徳
三
年
本
に
位
置
す
る
が
、
と
き
に
文
明
三
年
本

の
注
記
も
継
承
す
る
。
延
徳
三
年
本
は
類
従
本
以
外
に
類
本
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る

だ
け
に
、
中
田
本
は
貴
重
な
一
本
と
言
え
る
。
し
か
も
、
中
田
本
は
類
従
本
の
転
写

で
は
な
く
、
明
ら
か
に
内
容
を
異
に
す
る
。

剛
源
氏
物
語
系
図

実
隆
は
長
享
二
年
三
月
に
宗
祇
・
肖
柏
の
助
力
の
も
と
に
源
氏
物
語
の
系
図
を
作

成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
流
布
し
た
諸
伝
本
を
古
系
図
と
呼
ん
で
い

る
。
さ
て
実
隆
は
㈲
長
享
二
年
本
以
後
、
口
明
応
八
年
、
画
文
亀
四
年
、
凹
永
正
九

年
と
、
改
訂
の
手
を
加
え
て
い
っ
た
。
Ｈ
か
ら
国
に
い
た
る
過
程
で
は
大
幅
な
改
訂

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
口
と
側
は
一
部
の
修
正
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
日
も
っ
と

も
多
い
の
は
臼
の
文
亀
四
年
本
系
統
で
、
江
戸
期
に
は
版
本
と
な
っ
て
一
般
に
流
布

し
た
。
中
田
本
も
同
じ
く
文
亀
四
年
本
に
属
す
る
。
た
だ
、
巻
末
識
語
に
「
自
然
斎

耕
閑
軒
」
と
見
え
る
よ
う
に
猪
苗
代
兼
載
の
手
を
経
た
一
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
鑿
騒
持
つ
伝
本
は
、
こ
れ
ま
で
二
、
二
本
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
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